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一
、
は
じ
め
に

　

一
般
に
、「
用
語
」
に
は
共
通
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
文

法
用
語
な
ど
の
テ
ク
ニ
カ
ル

−

タ
ー
ム
に
つ
い
て
も
独
善
的
な

意
味
の
規
定
は
論
全
体
を
分
り
に
く
く
し
、
大
方
の
理
解
を
損

な
う
恐
れ
が
あ
る
。
然
り
と
て
、
或
る
文
法
論
に
お
い
て
既
成

の
文
法
用
語
が
他
人
の
理
解
・
規
定
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

　

そ
の
よ
う
な
も
の
の
一
つ
が
「
題
目
」
で
あ
る
。（「
題
目
」

に
当
た
る
語
句
が
「
題
目
語
」
で
あ
る
。）
こ
の
用
語
の
規
定

は
必
ず
し
も
万
人
に
共
通
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

法
論
の
中
で
私
的
に
解
釈
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
尾
上
圭
介
（
一
九
九
五
）
で
は
「『
題
目
―
解
説
』
と
い

う
構
造
は
、
所
詮
、
文
の
表
現
論
上
の
あ
る
ス
タ
イ
ル
の
名
称

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
『
題
目
』
も
文
法
論
風
に
厳
格
に
規
定
す

る
こ
と
は
本
来
む
ず
か
し
い
の
で
あ
る
」（
31
頁
）
と
述
べ
ら

れ
る
。

　

但
し
、題
目
の
語
は
広
く
一
般
化
し
て
お
り
、「
は
」
の
問
題
、

主
題
論
、
取
り
立
て
と
い
っ
た
テ
ー
マ
研
究
に
於
い
て
、
も
は

や
題
目
の
語
の
使
用
は
不
可
欠
で
あ
る
。
本
論
と
し
て
題
目
を

取
り
上
げ
る
目
的
は
、
従
来
の
議
論
を
整
理
す
る
こ
と
に
あ
る

が
、
加
え
て
、
自
ら
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
も
あ

る
。

　
　
　

二
、
青
木
伶
子
の
論
述
か
ら

　
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』（
明
治
書
院
）で
は
、「
題
目
語
」を「
文

の
成
分
の
名
称
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
次

の
ご
と
く
解
説
す
る
（
秋
本
守
英
執
筆
）。

　「
は
」
と
題
目

　
　
　
半
　
藤
　
英
　
明
　



半藤　英明：「は」と題目 119（2）

　
　

・
文
論
で
、
そ
の
文
の
内
容
の
題
目
と
な
る
よ
う
な
語
、

つ
ま
り
そ
の
文
が
何
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か

を
表
す
語
を
、
文
の
初
め
に
係
助
詞
「
は
」
を
添
え
て

示
し
た
も
の
。
係
助
詞
「
も
」
や
「
に
は
」「
に
も
」「
に

つ
い
て
は
」「
に
つ
い
て
も
」
な
ど
を
添
え
て
示
す
こ

と
も
あ
る
。（
後
略
、
傍
線
筆
者
）

　

題
目
の
規
定
が
徹
底
し
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
傍
線
部

「
そ
の
文
が
何
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
表
す
語
」

の
解
説
の
よ
う
に
、
意
味
的
な
規
定
の
緩
や
か
さ
に
よ
り
多
様

な
解
釈
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
本
論
で
は
、
出
来
得

る
限
り
厳
格
な
意
味
の
記
述
を
目
指
す
が
、「
は
」
と
「
も
」

の
働
き
を
併
せ
て
題
目
を
考
え
る
こ
と
は
数
多
く
の
様
々
な
言

語
現
象
を
盛
り
込
む
こ
と
に
な
り
、
議
論
を
拡
散
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
る
と
見
て
、「
は
」
の
み
を
取
り
上
げ
、「
も
」
は
扱
わ
な
い
。

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
確
認
す
る
た
め
、
注
目
す
べ

き
先
行
研
究
の
中
か
ら
青
木
伶
子
（
一
九
九
二
）
の
記
述
に
当

た
る
。
青
木
は
、
諸
家
の
説
を
丹
念
に
洗
い
、
そ
の
上
で
「
題

目
を
あ
ま
り
に
広
く
解
す
る
な
ら
ば
、
構
文
的
に
性
格
の
は
な

は
だ
異
な
る
も
の
を
含
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
私
と
し
て
は

構
文
論
的
観
点
を
重
視
し
、
題
目
を
狭
く
捉
へ
た
い
と
思
ふ
」

（
99
頁
）
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
　

・
題
目
と
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
た
め
に
、

格
成
分
と
し
て
述
語
に
向
か
っ
て
従
属
的
に
組
み
込
ま

れ
よ
う
と
し
て
ゐ
た
文
の
流
れ
か
ら
ハ
に
よ
っ
て
完
全

に
切
り
離
さ
れ
、
前
項
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
・
事

柄
。
或
い
は
、
論
理
的
関
係
で
は
な
い
な
が
ら
、
以
下

に
お
い
て
、
つ
い
て
述
べ
る
べ
く
提
示
さ
れ
た
も
の
・

事
柄
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
は
当
然
既
知
の
も
の
で

あ
る
。
而
も
、
最
も
基
本
的
な
対
立
二
項
の
前
項
と
し

て
提
示
さ
れ
た
も
の
（
半
藤
注
、
主
に
主
語
の
位
置
に

あ
る
も
の
だ
が
、
目
的
語
、「
に
」
格
成
分
の
場
合
も

あ
る
）
に
限
る
。（
109
頁
）

　

こ
の
規
定
に
沿
う
も
の
と
し
て
、
青
木
の
「
題
目
」
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
続
く
。

　
　

・
真
の
題
目
と
は
基
本
的
に
は
「
体
言
的
語
句
＋
ハ
」
の

形
の
も
の
、
即
ち
格
助
詞
の
な
い
場
合
で
あ
る
。「
格
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助
詞
＋
ハ
」
の
場
合
は
、
格
述
構
造
が
完
全
に
払
拭
さ

れ
て
は
を
ら
ず
、
若
し
対
比
（
半
藤
注
、
対
比
の
用
法
）

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
真
の
題
目
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
る
。（
109
頁
）

　
　

・
題
目
は
自
づ
か
ら
一
文
に
一
つ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

（
112
頁
）

　
　

・
題
目
―
解
説
が
主
文
に
お
い
て
の
み
指
摘
し
得
る
構
造

で
あ
る
（
392
頁
）

　

要
す
る
に
、
青
木
の
「
題
目
（
＝
真
の
題
目
）」
と
は
、
構

造
的
に
は
主
文
の
主
語
に
付
く
「
は
」
を
典
型
と
し
つ
つ
、
無

形
化
し
た
「
を
」
格
、「
に
」
格
の
場
合
を
も
認
め
、
ま
た
、

表
現
的
に
は
「
は
」
の
後
項
が
前
項
の
解
説
に
相
当
す
る
際
の
、

そ
の
前
項
と
い
う
こ
と
に
な
る（

１
）。
例
文
で
見
れ
ば
、
次
例
に
は

全
て
題
目
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

○
地
球
は
丸
い
。（
青
木
に
よ
れ
ば
、
主
語
題
目
）

　
　

○
同
情
は
捨
て
る
。（
青
木
に
よ
れ
ば
、
目
的
語
題
目
）

　
　

○
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
優
勝
し
た
。（「
に
」
格
、
も
し
く

は｢

で｣

格
の
題
目
）

　

ま
た
、
格
助
詞
を
欠
く
位
置
に
あ
れ
ば
、
対
比
用
法
の
「
は
」

も
ま
た
、
題
目
と
見
做
さ
れ
る
。

　
　

○
山
は
高
く
、
海
は
広
い（
２
）。

　
　

○
海
は
広
い
が
、
池
は
狭
い（
３
）。

　

青
木
は
、
格
助
詞
を
承
け
る
「
は
」
は
、
格
成
分
の
働
き
が

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
題
目
（
＝
真
の
題
目
）」
と
は
し

な
い
。
し
か
し
、状
況
成
分
（
場
所
・
場
面
を
表
す
「
に
」「
で
」）

に
下
接
し
た
「
は
」
で
対
比
の
意
味
が
出
な
い
も
の
は
「
状
況

題
目
提
示
」
と
扱
う
（
196
頁
）。「
状
況
題
目
提
示
」
は
「
題
目

（
＝
真
の
題
目
）」
で
は
な
い
が
、そ
の
性
質
に
近
い
も
の
（「
題

目
提
示
用
法
の
一
種
」、
187
頁
）
で
あ
る
。
因
み
に
、
黒
田
成

幸
（
二
〇
〇
五
）
は
「
文
の
題
目
と
な
る
の
は
名
詞
句
で
あ

る
」（
68
頁
脚
注
）
と
し
、益
岡
隆
志
（
二
〇
〇
七
）
に
は
「
題

目
の
性
格
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
題
目
を
表
す
名
詞
句
の

指
示
上
の
特
性
を
問
題
に
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
」（
64
頁
）

と
あ
る
が
、
そ
う
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

　

次
の
例
文
が
「
状
況
題
目
提
示
」
の
も
の
で
あ
る
。
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○
東
京
に
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
。

　
　

○
日
本
で
は
箸
を
使
う
。

　

こ
れ
ら
は
、対
比
性
が
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
「
東
京
」「
日
本
」

と
い
う
場
所（
４
）が
題
目
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
が
、恐
ら
く
、青
木
は
、こ
の
よ
う
な
例
で
は
「
に
は
」「
で

は
」
の
形
式
が
題
目
の
提
示
を
担
い
、
格
成
分
を
「
は
」
が
承

け
て
い
る
と
い
う
発
想
に
は
立
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
格
助
詞

を
欠
い
た
「
東
京
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」「
日
本
は
箸
を

使
う
」
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
題
目
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
も
の
は
題
目
に
な
ら
な
い
。

　
　

●
私
は
辞
書
は
使
わ
な
い
。

　
「
辞
書
は
使
わ
な
い
」
の
部
分
は
、
そ
れ
の
み
で
あ
れ
ば
目

的
語
題
目
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
が
、「
私
は
」
が
冒
頭
に
立

つ
と
、
題
目
は
一
文
に
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は

「
私
は
」
が
題
目
、「
辞
書
は
使
わ
な
い
」
が
そ
の
解
説
と
な
り
、

後
者
の
「
は
」
は
対
比
と
な
る
。

　
　

●
父
は
家
で
は
箸
を
使
う
。

　

こ
ち
ら
も
題
目
は
一
文
に
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
で
は
」

が
状
況
題
目
と
な
ら
ず
、対
比
を
表
す
も
の
と
な
る
。
即
ち「
父

は
」が
題
目
、「
家
で
は
箸
を
使
う
」は
そ
の
解
説
と
な
る
。ま
た
、

次
の
よ
う
に
一
文
に
一
つ
の「
は
」で
も
、格
助
詞
が
あ
る
も
の
、

副
詞
を
承
け
る
も
の
、
連
語
内
に
挿
入
さ
れ
る
も
の
は
、
題
目

に
は
な
ら
ず
、
対
比
と
な
る
。

　
　

●
彼
女
に
は
会
わ
な
い
。

　
　

●
は
っ
き
り
は
し
な
い
。

　
　

●
寒
く
は
な
い
。

　　
　
　

三
、
尾
上
圭
介
の
論
述
か
ら

　

尾
上
圭
介
（
一
九
八
一
）
は
「『
題
目
―
解
説
』
と
い
う
表

現
論
的
な
捉
え
方
は
、
既
定
の
、
あ
る
い
は
目
前
の
何
か
に
対

し
て
新
た
に
説
明
を
与
え
る
と
い
う
場
合
に
こ
そ
典
型
的
に
成

り
立
つ
」（
113
頁
）
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
題
目
は
「
典
型
的
」

な
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
幅
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。「
典
型
的
な
題
目
」
の
要
件
に
つ
い
て
、
尾
上
圭
介

（
一
九
九
五
）
で
は
次
の
二
側
面
を
備
え
た
成
分
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
（
31
頁
）。
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・
①
一
文
の
中
で
、
そ
の
成
分
が
表
現
伝
達
上
の
前
提
部

分
と
い
う
立
場
に
あ
る
。

　
　
　

①
―
ａ　

表
現
の
流
れ
に
お
い
て
、
そ
の
部
分
が
全
体

の
中
か
ら
仕
切
り
出
さ
れ
て
特
別
な
位
置
に
あ

る
。

　
　
　

①
―
ｂ　

そ
の
成
分
は
、
後
続
の
伝
達
主
要
部
分
の
内

容
が
そ
れ
と
決
定
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
原
理

的
先
行
固
定
部
分
で
あ
る
。

　
　
　

②
そ
の
成
分
が
、
後
続
部
分
の
説
明
対
象
に
な
っ
て
い

る
。

　

右
の
①
②
は
「
は
」
構
文
の
意
味
的
状
況
を
述
べ
た
も
の
で

あ
り
、
①
―
ａ
・
ｂ
に
つ
い
て
は
「
は
」
の
構
文
上
の
問
題
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
５
）。「
典
型
外
」の
題
目
と
は
、

こ
の
①
②
を
満
た
さ
な
い
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
こ
こ
に
、「
は
」
構
文
の
意
味
的
状
況
を
、「
は
」
の
前
項

が
「
説
明
対
象
」、
後
項
が
「
説
明
」
に
な
る
、
と
単
純
に
解

す
れ
ば
、
前
節
の
例
文
で
は
、
次
の
も
の
は
、
そ
の
規
定
に
な

く
、
題
目
で
は
な
い
。

　
　

●
私
は
辞
書
は
使
わ
な
い
。

　
　

●
父
は
家
で
は
箸
を
使
う
。

　
　

●
彼
女
に
は
会
わ
な
い
。

　
　

●
は
っ
き
り
は
し
な
い
。

　
　

●
寒
く
は
な
い
。

　

尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
四
）
で
は
「
東
京
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て

い
る
」「
日
本
は
箸
を
使
う
」の
よ
う
な
も
の
は
題
目
と
見
做
し
、

状
況
語
が
説
明
対
象
と
な
っ
て
題
目
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
（
32
～
33
頁
）
が
、
青
木
で
い
う
「
状
況
題
目
提
示
」
の

も
の
（
次
例
）
は
題
目
と
は
な
ら
な
い
。

　
　

●
東
京
に
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
。

　
　

●
日
本
で
は
箸
を
使
う
。

　

ど
ち
ら
も
「
は
」
の
前
項
が
説
明
対
象
で
、
後
項
部
分
が
説

明
、
と
い
う
関
係
性
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は

「
東
京
に
」「
日
本
で
」
の
よ
う
な
格
成
分
（
尾
上
に
よ
れ
ば
「
状

況
語
」）
が
説
明
の
「
対
象
」、
即
ち
「
も
の
」
的
概
念
で
あ
る

と
は
考
え
に
く
い
こ
と
に
因
る
。
こ
の
点
は
、堀
川
智
也（
二
〇

〇
七
）
も
、
尾
上
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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・「
○
○
＋
格
助
詞
＋
ハ
」
の
場
合
、
そ
れ
自
体
が
後
続

部
分
の
解
説
の
対
象
と
し
て
の
モ
ノ
で
は
な
い
の
で
狭

義
に
は
「
題
目
語
」
に
は
含
め
な
い
と
い
う
立
場
に
た

つ
が
、
こ
の
立
場
に
た
て
ば
、
格
項
目
の
中
で
狭
義
題

目
化
で
き
る
の
は
、
ガ
格
項
・
ヲ
格
項
・
一
部
の
ニ
格

項
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（
６
）。（

39
頁
）

　

右
の
「
格
項
目
の
中
で
狭
義
題
目
化
で
き
る
の
は
、ガ
格
項
・

ヲ
格
項
・
一
部
の
ニ
格
項
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
の
記
述

は
、
尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
四
）
の
「
文
中
の
格
項
目
の
一
つ
が

題
目
語
に
ま
わ
り
、
残
り
が
解
説
部
と
な
る
も
の
で
、
典
型
的

な
題
目
語
に
な
る
の
は
ガ
格
項
、
ヲ
格
項
と
特
別
な
場
合
の
ニ

格
項
で
あ
る
」（
30
頁
）、「
格
項
目
が
『
典
型
的
な
題
目
語
』

に
な
る
の
は
、
ガ
格
項
、
ヲ
格
項
、
特
別
な
場
合
の
ニ
格
項
に

限
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
」（
33
頁
）、
な
ど
の
指
摘
に
共
通
の

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
認
識
で
は
、
次
例
は
題
目
で
あ
る
。

　
　

○
同
情
は
捨
て
る
。

　
　

○
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
優
勝
し
た
。

　
「
を
」
格
成
分
で
あ
る
「
同
情
」、「
に
（
で
）」
格
成
分
の
「
ペ

ナ
ン
ト
レ
ー
ス
」
は
、
北
原
保
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
述
語
に
不
足

す
る
成
分
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
述
語
「
捨

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
優
勝
し
た
」に
対
す
る「
補
充
成
分
」

に
当
た
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
説
明
対
象
―

説
明
の
関
係
で
は
捉
え
に
く
い
が
、
堀
川
智
也　
（
二
〇
〇
五
）

で
は
「
典
型
的
な
題
目
」
の
意
味
的
要
件
と
し
て
「
処
置
が
な

さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
の
モ
ノ
」
を
立
て
る
「
処
置
課
題
」

の
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
「
穴
が
開
い

た
箇
所
は
粘
土
を
詰
め
た
」「
大
雪
山
は
十
分
な
冬
山
装
備
を

し
て
登
っ
た
」
の
類
で
あ
り
、「
を
」
格
や
「
に
」
格
の
一
部
は
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
題
目
に
見
做
し
得
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
立

場
で
は
、
先
の
「
同
情
は
捨
て
る
」「
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
優

勝
し
た
」
は
「
処
置
課
題
」
の
ケ
ー
ス
で
の
題
目
に
当
た
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　

四
、
丹
羽
哲
也
の
論
述
か
ら

　

丹
羽
哲
也
（
二
〇
〇
六
）
は
、「
題
目
」
を
「
主
題
」
と
言
っ

て
も
同
じ
で
あ
る
と
し
て
、
文
の
中
で
前
項
に
対
し
て
何
か
述
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べ
る
（
＝
「
説
明
・
解
説
」
を
表
す
）「
題
述
関
係
」
を
構
成

す
る
際
の
、
そ
の
前
項
が
題
目
で
あ
る
と
す
る
（
1
～
2
頁
）。

「
題
述
関
係
」
と
は
、
前
提
と
し
て
提
示
さ
れ
る
Ｘ
に
対
し
て

Ｙ
を
焦
点
と
し
て
割
り
当
て
る「
課
題
構
造（
７
）」に「
主
体
と
属
性
・

状
況
の
関
係
を
組
み
込
ん
だ
も
の
」
で
あ
り
、「
ガ
格
が
題
目

に
立
つ
の
が
多
く
、
斜
格
が
題
目
に
立
ち
得
る
の
は
、
そ
の
名

詞
句
が
述
語
と
ガ
格
関
係
（
主
体
と
属
性
・
状
況
）
に
も
把
握

さ
れ
る
か
ら
だ
」（
55
頁
）と
も
述
べ
て
い
る（
８
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

題
目
が
成
立
す
る
要
件
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
言
わ
れ
る
。

　
　

・
題
目
文
が
成
立
す
る
た
め
の
条
件
は
、
Ｘ
（
半
藤
注
、

題
目
名
詞
句
）
と
Ｐ
（
半
藤
注
、
述
部
）
の
間
に
主
体

と
属
性
・
状
況
の
関
係
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
Ｘ
と
Ｐ
の
述
語
と
が
格
関
係
に
あ
る
こ
と
や
、
Ｘ

と
Ｐ
の
中
の
要
素
と
が
所
属
・
類
種
関
係
に
あ
る
こ
と

は
、
そ
の
関
係
を
成
り
立
た
せ
や
す
く
す
る
条
件
と
し

て
あ
る
。（
７
頁
）

　

右
の
「
所
属
関
係
」
は
、Ｘ
に
Ｙ
が
所
属
す
る
関
係
の
「
は
」

構
文
（「
象（
Ｘ
）は
鼻（
Ｙ
）が
長
い
」
の
類
）
で
あ
り
、「
類
種

関
係
」
は
、Ｘ
と
Ｙ
が
類
と
種
の
関
係
に
あ
る
「
は
」
構
文
（「
魚

（
Ｘ
）は
鯛（
Ｙ
）が
い
い
」
や
「
課
長（
Ｘ
）は
山
田
さ
ん（
Ｙ
）が

仕
事
が
早
い
」
の
類
）
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

丹
羽
が
「
は
」
の
用
法
で
題
目
と
認
め
る
の
は
、「
題
目
用

法
」（
一
般
に
、
主
題
用
法
）
と
「
対
比
題
目
用
法
」（
例
え
ば

「
山
は
高
く
、
海
は
広
い
」「
海
は
広
い
が
、
池
は
狭
い
」
の
類
）

で
あ
り
、
題
目
と
し
な
い
も
の
は
「
対
比
用
法
」
と
「
単
純
提

示
用
法
」
で
あ
る
（
11
頁
）。「
対
比
用
法
」
と
は
、
主
格
以
外

の
格
成
分
を
承
け
て「
は
」が
対
比
性
を
持
つ
用
法
を
指
し
、「
単

純
提
示
用
法
」
と
は
「
題
目
を
表
す
の
で
も
対
比
を
表
す
の
で

も
な
い
が
、
な
お
課
題
構
造
は
保
持
し
て
い
る
と
い
う
も
の
」

（
同
頁
）
で
、
例
文
と
し
て
は
「
引
き
受
け
た
以
上
は
、
責
任

を
持
っ
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
の
よ
う
な
も
の
や
、
格

助
詞
に
付
く
「
は
」
の
中
、「
彼
女
に
は
昨
日
会
い
ま
し
た
」「
食

事
に
は
い
つ
行
き
ま
す
か
」
の
類
を
挙
げ
る
。

　

な
れ
ば
、
本
論
中
の
こ
れ
ま
で
の
例
文
で
は
、
ま
ず
、
次
の

対
比
用
法
の
も
の
が
題
目
で
な
い
。

　
　

●
私
は
辞
書
は
使
わ
な
い
。
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●
父
は
家
で
は
箸
を
使
う
。

　
　

●
彼
女
に
は
会
わ
な
い
。

　
　

●
は
っ
き
り
は
し
な
い
。

　
　

●
寒
く
は
な
い
。

　

ま
た
、青
木
の「
状
況
題
目
提
示
」の
も
の
は
、丹
羽
で
は「
単

純
提
示
用
法
」
と
な
り
、
こ
れ
も
題
目
と
な
ら
な
い
。
丹
羽
哲

也
（
二
〇
〇
四
）
に
は
「
ニ
格
、
デ
格
な
ど
で
は
、『
秋
に
は

運
動
会
が
多
い
。』『
こ
の
辺
り
で
は
、
オ
ー
ロ
ラ
が
よ
く
見
ら

れ
る
。』の
よ
う
に
、『
名
詞
＋
格
助
詞
＋
は
』の
形
も
あ
る
。（
中

略
）
こ
う
い
う
形
の
場
合
、『
秋
』『
こ
の
辺
り
』
そ
の
も
の
の

説
明
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
典
型
的
な

題
目
と
は
言
い
難
い
」（
276
頁
、
注
５
）
と
あ
る
。
即
ち
、
次

例
は
題
目
で
は
な
い
。

　
　

●
東
京
に
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
。

　
　

●
日
本
で
は
箸
を
使
う
。

　

一
方
、
次
の
も
の
は
、
尾
上
・
堀
川
と
同
様
、
題
目
に
扱
う

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　

○
東
京
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
。

　
　

○
日
本
は
箸
を
使
う
。

　

こ
れ
ら
は
、主
体
と
属
性
・
状
況
の
関
係
を
組
み
込
ん
だ
「
題

述
関
係
」に
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
で
題
目
と
な
る
。
ま
た
、

次
例
も
、
題
目
で
あ
る
。

　
　

○
同
情
は
捨
て
る
。

　
　

○
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
優
勝
し
た
。

　

丹
羽
は
「
同
情
は
捨
て
る
」
の
よ
う
な
「
主
体
の
作
用
が
直

接
に
志
向
す
る
モ
ノ
」
で
あ
る
「
を
」
格
に
付
く
「
は
」
を
題

目
の
要
素
と
捉
え
て
い
る（
73
～
75
頁
）。ま
た「
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー

ス
は
優
勝
し
た
」
に
つ
い
て
は
、
主
体
と
属
性
・
状
況
の
関
係

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
見
做
さ
れ
、
題
目
に
扱
わ
れ
る
も
の
と

判
断
さ
れ
る
。

　
　
　

五
、
論
点

　

上
記
の
先
行
研
究
の
論
述
か
ら
、
論
点
を
整
理
す
る
。
こ
こ

に
、
青
木
の
「
状
況
題
目
提
示
」
を
題
目
と
扱
い
、
尾
上
の
題

目
を
「
典
型
的
な
題
目
」
に
限
る
と
し
た
上
で
、
青
木
、
尾
上
、

丹
羽
に
よ
る
題
目
の
捉
え
方
を
「
は
」
構
文
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
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ン
の
広
さ
（
広
﹀
狭
）
か
ら
示
す
な
ら
ば
、次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

青
木
﹀
尾
上
＝
丹
羽

　　

青
木
の
、
尾
上
・
丹
羽
と
比
べ
て
の
広
さ
は
、
格
助
詞
を
承

け
る
「
東
京
に
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」「
日
本
で
は
箸
を

使
う
」
の
よ
う
な
例
文
を
「
状
況
題
目
提
示
」
と
し
て
「
題
目

提
示
用
法
の
一
種
」に
扱
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。尾
上
・
丹
羽
で
は
、

格
助
詞
を
欠
く
「
東
京
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」「
日
本
は

箸
を
使
う
」
は
題
目
（
青
木
も
同
じ
）
で
あ
る
が
、「
東
京
に

は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」「
日
本
で
は
箸
を
使
う
」
は
題
目

に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、こ
の
こ
と
を
論
点
に
考
え
る
。

　

尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
部
屋
は
大
き

な
窓
が
あ
る
」
の
「
こ
の
部
屋
」
は
「
状
況
語
」
で
あ
っ
て
「
格

項
目
」
で
は
な
い
（
前
述
）。
こ
れ
は
即
ち
、
存
在
の
場
が
主

語
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
し
か
も
、
そ
の
主
語
が
題
目
語
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、「
こ
の
部
屋
に
は
大
き
な

窓
が
あ
る
」
は
、
存
在
場
所
ニ
格
の
ニ
格
項
が
題
目
化
さ
れ
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
こ
の
部
屋
は
大
き
な
窓

が
あ
る
」
は
「
こ
の
部
屋
に
大
き
な
窓
が
あ
る
」
に
於
け
る
「
こ

の
部
屋
に
」
と
い
う
「
状
況
語
」
が
題
目
化
し
た
も
の
で
は
な

い
と
見
る
の
で
あ
る（
32
～
33
頁
）。こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
は
、

先
の
例
文
「
東
京
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」「
日
本
は
箸
を

使
う
」
は
存
在
の
場
が
題
目
語
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
東

京
に
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」「
日
本
で
は
箸
を
使
う
」
は

存
在
場
所
の
ニ
格
項
、
デ
格
項
が
題
目
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
の
成
り
立
ち
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

分
析
的
に
捉
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
立
論
は
あ
り
得
る
。
が

一
方
、
伝
達
情
報
上
の
効
果
か
ら
考
え
れ
ば
「
東
京
は
ビ
ル
が

乱
立
し
て
い
る
」
と
「
東
京
に
は
ビ
ル
が
乱
立
し
て
い
る
」、「
日

本
は
箸
を
使
う
」
と
「
日
本
で
は
箸
を
使
う
」
は
、
ほ
ぼ
対
等

で
あ
る
。
使
用
上
、
そ
れ
ら
を
意
味
的
な
違
い
に
よ
っ
て
使
い

分
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
聞
き
手
（
解
釈
の
側
）と
し
て
も
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
と
フ
ォ
ー
マ
ル
の
対
立
と
い
っ
た
デ
リ
ケ
ー
ト

な
程
度
差
を
感
ず
る
あ
た
り
が
せ
い
ぜ
い
な
の
で
は
な
い
か

（
９
）。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
堀
川
智
也
（
二
〇
〇
七
）
で
は
「
穴
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が
開
い
た
箇
所
は
粘
土
を
詰
め
た
」
や
「
大
雪
山
は
十
分
な
冬

山
装
備
を
し
て
登
っ
た
」
な
ど
は
「
処
置
課
題
」
に
よ
る
題

目
で
あ
る
（
40
～
41
頁
）。
そ
れ
ら
と
「
穴
が
開
い
た
箇
所
に

は
粘
土
を
詰
め
た
」「
大
雪
山
に
は
十
分
な
冬
山
装
備
を
し
て

登
っ
た
」
は
、
伝
達
情
報
上
、
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
後
者
が
題
目
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

「
に
」
の
存
在
を
要
因
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
格
助
詞
の
有
無

が
表
現
性
の
異
な
る
も
の
を
形
成
す
る
と
の
考
え
方
は
支
持
し

得
る
（
10
）

が
、
格
助
詞
の
有
無
が
題
目
か
否
か
を
決
定
す
る
最
大

要
因
で
あ
る
べ
き
か
。
即
ち
「
は
」
が
格
助
詞
を
承
け
る
か
否

か
で
題
目
・
非
題
目
の
違
い
を
設
定
す
べ
き
か
と
い
う
点
が
当

面
の
問
題
と
な
る
。

　

別
の
例
で
検
討
し
て
み
る
。

　
　

１　

彼
は
誠
意
が
な
い
。

　
　

２　

彼
に
は
誠
意
が
な
い
。

　

尾
上
に
よ
れ
ば
、
１
は
「
説
明
対
象
」
―
「
説
明
」
を
形
成

す
る
題
目
語
で
あ
る
が
、
２
は
ニ
格
項
が
題
目
化
し
た
も
の
で

あ
り
、（
典
型
的
な
）
題
目
で
は
な
い
。
丹
羽
で
は
、
１
は
主

体
と
属
性
・
状
況
の
関
係
に
あ
る
の
で
題
目
で
あ
る
が
、
２
は

格
助
詞
を
承
け
て
お
り
、
対
比
性
が
な
け
れ
ば
「
単
純
提
示
用

法
」
と
な
っ
て
題
目
に
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
私
見
で
は
１
と
２
を
明
確
に
使
い
分
け
る
と
は
思

え
ず
、
そ
れ
ら
は
「
彼
」
が
「
誠
意
が
な
い
人
物
」
で
あ
る
と

認
定
し
て
い
る
判
断
文
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
敢
え
て

違
い
を
出
そ
う
と
す
れ
ば
、
１
は
「
彼
と
い
う
人
は
誠
意
が
な

い
」、
２
は
「
彼
に
つ
い
て
言
え
ば
誠
意
が
な
い
」
と
い
う
解

釈
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
結
果
と
し
て
「
彼
」
に
「
誠
意
が
な

い
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
同
義
と
受
け
取
れ
る
。

　

２
の
よ
う
に
「
に
は
」
の
「
に
」
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、

ほ
ぼ
同
義
の
文
が
成
り
立
つ
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
文
で
は

「
は
」
の
役
割
が
中
心
的
で
あ
り
、「
は
」
が
文
全
体
を
支
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
（「
で
は
」
に
も
同
類
が
あ
る
）。

即
ち
、
そ
れ
ら
の
文
は
「
は
」
で
示
さ
れ
る
べ
き
情
報
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
青
木
に
よ
れ
ば
、
１
は
格
助
詞
の
な
い
「
真

の
題
目
」、
２
は
、
対
比
性
の
な
い
も
の
は
「
彼
」
を
場
所
扱

い
し
て
述
べ
る
「
状
況
題
目
提
示
」
と
な
ろ
う
が
、「
状
況
題
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目
提
示
」
の
場
合
と
い
う
の
は
格
助
詞
「
に
」「
で
」
の
働
き

を
薄
く
し
て
お
り
、「
は
」
の
み
で
の
題
目
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ

も
の
を
作
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
意
味
で
は
、
筆
者
は
１
を
題
目
、
２
を
非
題
目
と
区
別
す

る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
る
。

　

但
し
、
次
の
「
あ
な
た
に
は
」「
彼
に
は
」
で
は
、「
に
」
を

欠
く
表
現
が
有
り
得
ず
、「
に
」
の
役
割
が
不
可
欠
な
情
報
で

あ
っ
て
、
前
掲
２
と
は
別
の
事
例
で
あ
る
。

　
　

３　

あ
な
た
に
は
愛
を
届
け
た
い
。

　
　

４　

彼
に
は
朗
報
だ
。

　

ど
ち
ら
も
状
況
成
分
、
即
ち
、
場
所
・
場
面
を
表
す
「
に
」

と
は
考
え
に
く
く
、「
状
況
題
目
提
示
」
と
は
見
做
せ
な
い
。

な
れ
ば
、
青
木
に
よ
っ
て
も
非
題
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
対
比
の
用
法
に
特
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な

く
、「
絶
対
的
な
取
り
立
て
」
と
し
て
の
主
題
用
法
の
例
と
も

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
11
）

。
即
ち
、
そ
れ
ら
を
単
純
に
「
あ
な

た
に
対
し
て
愛
を
届
け
た
い
」「
彼
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
出
来

事
で
あ
る
」
の
意
味
で
解
し
、
そ
こ
に
「
他
の
者
に
は
愛
を
届

け
た
く
な
い
（
が
）」
と
か
「
他
の
人
に
は
喜
ば
し
く
な
い
出

来
事
だ
（
が
）」
の
よ
う
な
対
比
的
含
み
を
想
定
し
な
い
解
釈

で
あ
る
。「
に
」
が
主
題
用
法
と
な
る
に
つ
い
て
は
、
野
田
尚

史
（
一
九
九
六
）
に
次
の
指
摘
が
あ
る
。

　
　

 

・「
～
に
」
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
文
の
主
題
に
な
り
や

す
い
の
は
、「
弟
に
特
技
が
あ
る
（
こ
と
）」、「
弟
に

タ
イ
語
が
わ
か
る
（
こ
と
）」、「
弟
に
休
養
が
必
要
（
な

こ
と
）」
の
「
～
に
」
の
よ
う
に
、
所
有
や
可
能
や
必

要
の
主
体
を
表
す
も
の
で
あ
る
。（
22
頁
）

　

こ
の
論
述
に
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
３
の
「
あ
な
た
に
」、
４

の
「
彼
に
」
は
事
態
の
直
接
的
な
関
係
者
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
も
主
題
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

例
文
３
・
４
は
「
に
」
の
役
割
が
不
可
欠
で
あ
り
、
し
か
も

「
あ
な
た
に
愛
を
届
け
た
い
」「
彼
に
朗
報
だ
」
が
既
に
判
断
文

を
作
っ
て
い
る
こ
と
で
「
は
」
が
使
用
さ
れ
易
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
時
の
「
は
」
は
、
例
文
２
の
よ
う
に
文
全
体
を
支
え
る
と

い
う
こ
と
よ
り
も
、「
あ
な
た
に
」
と
「
愛
を
届
け
た
い
」、「
彼
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に
」
と
「
朗
報
だ
」
の
連
用
関
係
を
二
分
結
合
し
て
事
態
承
認

し
、
そ
れ
ら
が
判
断
文
の
構
成
素
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

役
割
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

12
）

。
即
ち
「
は
」
の
前
項
「
あ
な

た
に
」「
彼
に
」
は
、「
は
」
に
よ
る
判
断
文
と
し
て
の
前
項
で

あ
る
。「
判
断
文
と
し
て
の
前
項
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
は
」

の
前
項
が
体
言
か
格
成
分
か
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
例
文
１
・

２
も
無
論
、「
判
断
文
と
し
て
の
前
項
」
で
あ
る
。

　
「
は
」
の
前
項
と
後
項
と
の
関
係
性
よ
り
も
「
は
」
構
文
全

体
の
表
現
性
と
い
う
観
点
を
優
先
す
れ
ば
、
後
述
の
よ
う
に
構

文
的
な
枠
組
み
に
囚
わ
れ
な
い
題
目
の
規
定
が
浮
上
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　

六
、「
取
り
立
て
」
と
題
目

　

尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
四
）
は
「
題
目
語
と
い
う
概
念
を
ど
う

規
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
定
説
は
な
く
（
あ
り
え
ず
）、
ど
う

規
定
し
て
も
誤
り
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
結
局
は
、
な
に
を
目

指
し
て
ど
う
定
義
す
る
こ
と
が
文
法
論
の
全
体
に
と
っ
て
有
効

か
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
す
る
し
か
な
い
」（
22
頁
）と
述
べ
る
。

即
ち
、
題
目
の
規
定
に
は
他
の
文
法
概
念
と
の
関
係
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
題
目
を
「
は
」
に
於
い
て
把
握
し
、そ
の
「
は
」

が
係
助
詞
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
論
と
し
て
題
目
の
規

定
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
は
、
ま
ず
は
係
助
詞
の
働
き
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

係
助
詞
が
持
つ
係
機
能
を
「
取
り
立
て
」
機
能
と
考
え
る

筆
者
は
、
題
目
の
概
念
が
「
取
り
立
て
」
機
能
を
め
ぐ
る
説

明
上
に
必
要
な
も
の
と
考
え
る
。
半
藤
英
明
（
二
〇
〇
三
） ・

（
二
〇
〇
七
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
は
」
の
用
法
に
は
、
対
比

性
の
観
点
か
ら
は
主
題
・
対
比
の
区
別
、
構
文
上
の
位
置
か
ら

は
体
言
下
接
・
連
用
語
下
接
・
連
語
内
（「
見
は
す
る
」
の
類
）

の
区
別
が
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
れ
ら
全
て
の
用
法
が
「
取
り
立

て
」
機
能
に
基
づ
く
と
考
え
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
理

解
の
、
ど
こ
に
「
題
目
」
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
有
効
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

係
助
詞
「
は
」
の
「
取
り
立
て
」
機
能
は
、
絶
対
的
な
様
相

で
も
相
対
的
な
様
相
で
も
発
動
し
、
表
現
上
、
前
者
は
主
題
用

法
、
後
者
は
対
比
用
法
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
理
解
で
は
、
丹
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羽
の
よ
う
に
「
題
目
」
と
「
主
題
」
と
が
同
一
の
も
の
と
は
な

ら
な
い
。
丹
羽
は
、
所
謂
「
主
題
用
法
」
で
非
対
比
の
用
法
で

あ
る
「
題
目
用
法
」
と
、
主
格
で
の
対
比
用
法
の
ど
ち
ら
に
も

「
題
目
」
の
存
在
を
認
め
る
（
前
掲
）
が
、「
題
目
」
と
「
主
題
」

が
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
、「
題
目
用
法
」
は
「
主
題
」
の
用
法

と
も
な
り
、
一
方
、
対
比
用
法
に
も
「
主
題
」
の
存
在
を
認
め

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、「
主
題
」
と
「
対
比
」
と
が
対
立

的
な
も
の
で
は
な
く
な
る
。
し
か
し
「
題
目
」
と
「
主
題
」
と

を
別
の
も
の
と
し
、「
題
目
用
法
」
を
「
主
題
用
法
」
と
改
め

た
上
で
、
非
対
比
の
主
題
用
法
に
も
対
比
用
法
に
も
「
題
目
」

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
題
目
の
概
念
は
、
主
題
・
対
比
と
い
う
用

法
上
の
も
の
と
は
別
の
概
念
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、「
主
題
」
と
「
対
比
」
と
は
対
比
性
の
有
無
に
よ
り

対
立
的
に
捉
え
ら
れ
る
用
法
上
の
概
念
で
あ
り
、
題
目
は
そ
れ

と
は
別
次
元
の
概
念
と
し
得
る
。

　

筆
者
に
よ
れ
ば
、「
は
」
の
本
質
的
な
働
き
で
あ
る
「
取
り

立
て
」
機
能
は
、
連
用
成
分
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

（
例
え
ば
、
格
助
詞
、
副
詞
に
下
接
の
「
は
」
は
対
比
用
法
に

な
り
易
い
）、
そ
の
こ
と
で
変
質
・
変
化
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。「
取
り
立
て
」
機
能
が
体
言
同
士
や
連
用
関
係
、
連

語
内
な
ど
、
様
々
な
語
句
の
結
合
に
使
用
さ
れ
、
総
じ
て
判
断

文
を
作
る
こ
と
で
は
、
題
目
は
「
は
」
に
よ
っ
て
成
る
判
断
文

の
構
成
内
で
把
握
さ
れ
る
の
が
良
い
と
考
え
る
。

　

文
の
タ
イ
プ
と
し
て
現
象
描
写
文
と
判
断
文
と
を
設
定
す
る

時
、
次
の
よ
う
に
存
在
を
表
す
動
詞
述
語
文
（
例
文
で
は
主
語

を
省
く
）
は
前
者
で
あ
る
。

　
　

・　

庭
に
い
る
。

　
　

・　

壁
に
飾
っ
て
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
動
作
を
表
す
動
詞
述
語
文
も
、
現
象
描

写
文
の
扱
い
が
で
き
る
。

　
　

・　

親
に
貸
す
。

　
　

・　

裸
で
走
り
出
す
。

　

ど
ち
ら
も
表
現
形
式
上
、
主
観
的
判
断
の
介
入
が
な
く
、
内

容
上
の
客
観
性
が
高
い
こ
と
で
は
判
断
文
と
な
ら
ず
、「
現
象
」

の
「
描
写
」
と
は
呼
べ
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
範
疇
に
置
く
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
「
は
」
を
入
れ
込
む
こ
と
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で
、次
の
よ
う
な
（
対
比
性
の
あ
る
）
判
断
文
が
で
き
る
。（「
裸

で
走
り
出
す
」
に
つ
い
て
は
「
は
」
の
付
き
に
く
い
成
分
と
見

ら
れ
、「
は
」
を
持
ち
込
む
と
否
定
文
の
方
が
安
定
す
る
。
野

田
尚
史
（
一
九
九
六
）・
第
22
章
。）

　
　

・　

庭
に
は
い
る
。

　
　

・　

壁
に
は
飾
っ
て
あ
る
。

　
　

・　

親
に
は
貸
す
。

　
　

・　

裸
で
は
走
り
出
さ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
判
断
文
は
、「
は
」
が
前
項
と
後
項
と
の
結
合
を

担
う
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
は
」
の
前
項
と

後
項
と
は
、
判
断
文
を
構
成
す
る
上
で
の
直
接
的
な
、
且
つ
、

主
要
な
構
成
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
は
」
の
前
項
が
判
断
文

の
主
要
構
成
素
と
認
識
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
を
、
例

え
ば
「
何
処
に
も
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
や
「
何
処
に
も
飾
っ

て
な
い
の
だ
ろ
う
か
」、
ま
た
「
誰
に
貸
す
の
か
」
や
「
走
り

出
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
姿
か
」
の
ご
と
き
質
問
の
表
現

に
応
ず
る
回
答
文
と
し
て
把
握
す
る
時
、
特
に
顕
著
で
あ
る
。

　
　

・　
（
質
問
）
何
処
に
も
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
回
答
） 

庭
に
は
い
る
。

　
　

・　
（
質
問
）
何
処
に
も
飾
っ
て
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
回
答
） 

壁
に
は
飾
っ
て
あ
る
。 

　
　

・　
（
質
問
）
誰
に
貸
す
の
か
。

　
　
　
　
（
回
答
） 

親
に
は
貸
す
。

　
　

・　
（
質
問
）
ど
ん
な
姿
な
ら
ば
走
り
出
さ
な
い
か
。

　
　
　
　
（
回
答
） 

裸
で
は
走
り
出
さ
な
い
。

　

い
ず
れ
も
「
は
」
の
前
項
が
ト
ピ
ッ
ク
的
な
要
素
で
あ
り
、

そ
れ
ら
が
判
断
文
の
主
要
構
成
素
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

菊
地
康
人
（
二
〇
〇
一
）
は
「
ハ
の
文
が
成
立
す
る
た
め
の

最
も
本
質
的
な
条
件
は
、
形
よ
り
も
意
味
で
あ
る
」（
9
頁
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
判
断
文
の
主
要
構
成
素
た
る
「
は
」
の
前

項
と
い
う
観
点
で
は
、
そ
こ
で
の
成
分
上
の
違
い
の
問
題
よ
り

も
、
後
項
と
の
意
味
的
な
結
び
付
き
が
重
要
に
な
る
。
大
野
晋

（
一
九
七
八
）
は
曽
て
、「
は
」
の
前
後
二
項
の
意
味
的
な
結
び

つ
き
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た（

13
）

。

　
　

・
ハ
の
上
に
お
か
れ
る
も
の
は
既
知
の
も
の
、
既
知
と
扱
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う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
題
目
で
あ
り
問
い
を
形
成
し

て
、
主
格
・
補
格
・
目
的
格
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
問

わ
な
い
。
か
つ
、
ハ
の
と
こ
ろ
で
一
度
切
断
す
る
。
ハ

の
下
に
は
何
か
知
ら
れ
て
い
な
い
情
報
が
加
え
ら
れ
、

そ
れ
が
ハ
の
上
の
題
目
に
つ
い
て
の
説
明
と
な
っ
て
、

判
断
の
文
が
成
り
立
つ
（
31
頁
、
傍
線
筆
者
）

　

ま
た
、
森
田
良
行
（
二
〇
〇
七
）
に
は
次
の
説
明
が
あ
る
。

　
　

・
判
断
文
は
「
何
は
？
」
と
「
何
だ
」
の
二
部
構
成
で
、

時
に
は
二
者
の
問
答
の
形
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。「
帰
る
燕
は
木
の
葉
の
お
船
ネ
」（
野
口
雨
情
）
は
、

質
問
「
帰
る
燕
は
？
」
に
対
し
て
「
木
の
葉
の
お
船
ネ
」

と
答
え
る
問
答
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
時
に
解
答
は
、
話
題
の
事
柄
や
場
面
か
ら
の

類
推
で
察
し
が
つ
く
場
合
、
必
ず
し
も
そ
の
題
目（

14
）

に
つ
い
て
の
属
性
や
働
き
そ
の
も
の
を
述
べ
る
の
で
は

な
く
、
自
由
に
連
想
に
よ
っ
て
答
え
を
示
し
て
い
く
。

（
161
～
162
頁
、
傍
線
筆
者
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
は
、「
は
」
の
前
後
二
項
の
結
び
付
き

が
融
通
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、「
は
」
構
文
に
よ
る
判
断
文

が
「
は
」
の
前
後
二
項
の
論
理
的
構
成
に
必
ず
し
も
拘
ら
な
い

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
判
断
文
の
主
要
構
成
素

と
な
る
「
は
」
の
前
項
を
「
題
目
」
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ

に
題
目
の
概
念
は
、
格
助
詞
の
有
無
と
は
関
係
し
な
い
、
文
の

表
現
構
成
上
の
概
念
と
い
う
位
置
付
け
に
な
る
。
前
掲
「
庭
に

は
い
る
」
以
下
の
例
と
は
別
に
、「
ゆ
っ
く
り
（
と
）
は
食
べ

な
い
」「
少
し
は
感
じ
る
だ
ろ
う
」
な
ど
、副
詞
を
承
け
る
「
は
」

に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
「
君
は
、
早
食
い
か
」
や
「
彼
は
、
何

も
感
じ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
の
ご
と
き
質
問
の
表
現
に
応
え
る

回
答
文
と
し
て
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
ト
ピ
ッ
ク
的
な
要
素
と
な

り
、「
判
断
文
の
主
要
構
成
素
た
る
前
項
」
と
い
う
認
識
が
可

能
と
な
る（

15
）

。

　

本
論
の
よ
う
に
、
題
目
を
名
詞
（
お
よ
び
名
詞
句
）
以
外
に

も
広
く
認
め
る
に
つ
い
て
は
、
結
果
と
し
て
、
一
早
く
「
題
目
」

の
語
を
用
い
た
松
下
大
三
郎
に
立
ち
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
松
下

大
三
郎
（
一
九
七
四
）
で
は
、「
題
目
語
は
提
示
的
修
用
語
の

一
種
で
あ
つ
て
思
惟
作
用
に
於
け
る
判
斷
の
對
象
を
提
示
す
る
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も
の
で
あ
る
」（
712
頁
）
と
し
て
、「
花
は
咲
く
」（「
主
體
の
題

目
語
」、
714
頁
）
を
始
め
、「
花
を
ば
見
る
」「
花
は
見
る
」「
都

に
は
上
が
る
」「
人
と
は
交
る
」「
家
よ
り
は
出
づ
」「
雪
よ
り

は
白
し
」
な
ど
（「
客
體
の
題
目
語
」、同
頁
）
を
挙
げ
て
い
る
。

今
に
見
れ
ば
、
松
下
の
題
目
と
は
、
係
助
詞
の
「
取
り
立
て
」

機
能
の
実
体
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
。

　

但
し
、本
論
で
は
、松
下
が
題
目
と
す
る
「
長
く
は
な
る
」「
静

に
は
す
」「
絶
え
は
せ
ぬ
嘆
き
」「
探
求
は
せ
ず
」
な
ど
、
連
語

内
の
「
は
」
は
、
通
常
で
は
題
目
に
な
り
に
く
い
と
考
え
る
。

　

次
例
の
よ
う
な「
は
」の
前
項
も
前
例
と
同
様
、例
え
ば「（
そ

ん
な
時
は
）
ど
う
す
る
か
」「
ど
う
思
う
か
」
の
よ
う
な
質
問

に
応
え
る
回
答
文
と
し
て
は
、
ト
ピ
ッ
ク
的
な
要
素
と
見
做
す

こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

・　

笑
い
は
す
る
。

　
　

・　

泣
き
は
し
な
い
。

　
　

・　

あ
り
が
た
く
は
あ
る
。

　
　

・　

美
し
く
は
な
い
。

　
　

・　

食
べ
て
は
み
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
は
」
の
表
現
形
式
は
、
本
来
が
述

語
と
し
て
「
笑
う
」「
泣
か
な
い
」「
あ
り
が
た
い
」「
美
し
く

な
い
」「
食
べ
て
み
る
」
と
い
う
一
つ
の
ま
と
ま
り
に
あ
る
も

の
を
敢
え
て
二
項
に
分
け
つ
つ
再
結
合
し
、
強
調
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
が
判
断
文
を
作
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
実
例

に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
表
現
形
式
は
、
ほ
ぼ
「
は
」
構
文
の

述
部
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
　

５　

あ
の
「
首
」
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
久
永

は
片
時
も
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
調
べ
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。

（
内
田
康
夫
『「
首
の
女
」
殺
人
事
件
』）

　
　

６　

光
太
郎
の
本
物
の
蝉
を
見
て
、
も
う
一
つ
の
「
蝉
」

が
贋
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
の
は
、
あ

り
得
な
く
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

　
　

７　

橘
家
の
用
向
き
は
明
確
で
は
な
い
。

　
　
（
伊
藤
博
『
萬
葉
の
あ
ゆ
み
』）

　
　

８　

む
ろ
ん
、こ
れ
ら
の
事
柄
は
越
中
で
知
っ
て
は
い
た
。
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（
同
）

　
　

９　

生
ま
れ
い
ず
る
生
命
に
悲
し
み
を
感
ず
る
こ
と
こ

そ
、
真
の
詩
人
で
は
な
い
の
か
。　
　
　
　
　
　
（
同
）

　
　

10　

そ
こ
で
は
、
曹
操
と
時
代
を
同
じ
く
し
て
生
き
、
彼

と
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
も
っ
て
〈
三
国
志
〉
に
彩
り
を

与
え
た
英
傑
た
ち
の
軌
跡
に
も
い
さ
さ
か
触
れ
は
し
た

が
、
と
も
か
く
そ
こ
で
は
曹
操
を
中
心
に
す
え
る
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
深
く
追
求
す
る
こ
と
な
く
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。　
　
（
竹
田
晃『
三
国
志
の
英
傑
』）

　

こ
れ
ら
の
判
断
文
で
の
主
要
構
成
素
は
、太
字
の
「
は
」「
こ

そ
」
を
境
と
す
る
前
後
二
項
で
あ
り
、「
は
」
を
含
む
述
部
は

主
要
構
成
素
の
後
項
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
述
部
の
「
は
」

の
前
項
を
題
目
と
扱
う
こ
と
は
す
べ
き
で
な
い
。
連
語
内
の

「
は
」
が
判
断
文
の
主
要
構
成
素
た
る
前
項
を
作
る
こ
と
は
、

基
本
的
に
は
想
定
外
と
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
か
ら
す
れ
ば
、一
文
中
に
「
は
」
が
重
複
す
る
場
合
は
、

よ
り
上
位
の
も
の
に
判
断
文
の
主
要
構
成
素
を
作
る
資
格
が
与

え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
次
例
に
つ
い
て
も
判
断
文
の
主
要
構

成
素
は
、
太
字
の
「
は
」
を
境
と
す
る
前
後
二
項
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
　

11　

今
日
は
、
私
は
行
か
な
い
。

　
　

12　

私
は
、
今
日
は
行
か
な
い
。

　

但
し
、
傍
線
部
の
「
私
は
」「
今
日
は
」
は
、
よ
り
上
位
に

題
目
の
存
在
が
あ
る
こ
と
で
自
ら
題
目
と
し
て
立
つ
資
格
を
喪

失
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
全
く
以
て
題
目
た
り
得
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
５
～
10
の
傍
線
部
と
比
べ
れ

ば
、
そ
れ
ら
は
題
目
と
し
て
の
資
格
を
保
持
し
つ
つ
、
題
目
と

し
て
立
つ
こ
と
を
結
果
的
に
潜
在
化
し
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
　
　

七
、
む
す
び

　
「
は
」
構
文
は
、「
は
」
の
前
項
と
後
項
と
の
二
項
に
よ
り
判

断
文
の
構
成
に
関
わ
る
。
こ
の
時
「
は
」
の
前
項
が
そ
の
判
断

文
の
主
要
構
成
素
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
「
題
目
」
と
見
做
す
（
16
）

。

題
目
が
「
は
」
に
よ
る
判
断
文
の
主
要
構
成
素
と
な
る
二
項
の

う
ち
の
前
項
で
あ
る
か
ら
に
は
、
青
木
の
述
べ
た
よ
う
に
、
題
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目
は
一
文
に
一
つ
が
原
則
と
な
る
。
な
れ
ば
「
は
」
構
文
で
非

題
目
と
な
る
の
は
、述
部
と
な
る
連
語
内
用
法
の
前
項
部
分
と
、

一
文
中
に
複
数
の
「
は
」
が
現
れ
る
際
の
最
上
位
の
も
の
以
外

で
あ
る
。

　

従
っ
て
「
は
」
の
構
文
上
で
の
現
れ
方
に
よ
っ
て
は
、
承
け

る
も
の
が
同
じ
も
の
で
も
題
目
・
非
題
目
で
分
か
れ
る
場
合
が

あ
る
。

　

私
は
会
わ
な
い
。 
→「
私
は
」
は
題
目

　

私
は
あ
な
た
と
は
会
わ
な
い
。 

→「
私
は
」
は
題
目
、「
あ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
は
」は
非
題
目

　

あ
な
た
と
は
会
わ
な
い
。 

→「
あ
な
た
と
は
」は
題
目

注
１　

青
木
の
立
場
は
「
ハ
助
詞
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
真
の
題
目

は
、
も
は
や
格
成
分
で
は
な
く
な
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

成
分
と
し
て
名
称
を
与
へ
る
な
ら
ば
題
目
成
分
と
す
る
他
な
い
」

（
113
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

２　

青
木
は
、
重
文
の
場
合
は
主
節
、
従
属
節
の
区
別
を
せ
ず
、そ

れ
ぞ
れ
が
単
文
の
資
格
に
あ
る
と
見
て
い
る
。
399
頁

　

３　
「
日
本
語
の
基
本
的
な
語
順
」
か
ら
す
れ
ば
、
合
文
で
は
前
文

が
従
属
節
、
後
文
が
主
節
で
あ
る
。
益
岡
隆
志
（
一
九
九
七
）
４

頁
参
照
。
し
か
し
、
従
属
節
で
も
単
文
の
資
格
と
見
做
さ
れ
る
場

合
の
「
は
」
は
、
題
目
と
な
る
。

　

４　
「
時
」
が
題
目
と
な
る
も
の
も
あ
る
。

　
　

・
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
。

　

５　

但
し
、
尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
四
）
で
は
「
要
件
①
―
ａ
と
い
う

の
は
か
な
り
感
覚
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
個
々
の
例
に
お
い
て

①
―
ａ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
本
質

的
に
困
難
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
28
頁
）
と
し
て
お
り
、「
題
目
語
と
呼
び
た
い
も
の
の
輪

郭
は
、
実
は
は
っ
き
り
し
な
い
」（
22
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

６　

堀
川
が
「
広
義
題
目
化
」
の
例
と
す
る
も
の
（
38
頁
）
の
中
、

「
加
藤
先
生
に
は
先
日
相
談
し
ま
し
た
」「
広
場
で
は
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
て
い
る
」「
北
海
道
か
ら
は
じ
や
が
い
も
が
届
い
た
」「
秋

田
ま
で
は
列
車
が
混
雑
し
て
い
た
」
は
、
青
木
の
「
状
況
題
目
提

示
」
に
相
当
し
、
ま
た
「
花
子
と
は
先
日
デ
ー
ト
し
た
」
は
、
青

木
で
は
対
比
用
法
と
見
做
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

７　

丹
羽
に
よ
れ
ば
、「
課
題
構
造
」
は
、「
は
」
の
四
用
法
す
べ
て

に
関
わ
る
特
性
で
あ
る
。
11
頁
。

　

８　

丹
羽
の
「
題
述
関
係
」
は
「
は
」
の
み
が
構
成
す
る
も
の
で
は

な
く
、「
っ
て
」「
な
ら
」「
こ
そ
」
や
無
助
詞
の
形
式
な
ど
、
様
々

な
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
「
は
」
に
つ
い
て
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の
み
検
討
す
る
。

　

９　

野
田
尚
史
（
一
九
九
六
）
に
は
「『
日
本
に
は
温
泉
が
多
い
。』

と
『
日
本
は
温
泉
が
多
い
。』
の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
で
も
言
え
る

こ
と
も
多
い
」（
27
頁
）
と
あ
る
。

　

10　

例
え
ば
、
丸
山
直
子
（
一
九
九
六
）
に
は
無
助
詞
の
形
式
が
格

助
詞
の
省
略
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　

11　

丹
羽
に
よ
れ
ば
、題
目
で
も
対
比
で
も
な
い
「
単
純
提
示
用
法
」

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

12　

尾
上
圭
介
（
二
〇
〇
四
）
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。　

　
　
・  

「
は
」
と
い
う
係
助
詞
が
Ｘ
と
Ｙ
の
間
に
は
い
っ
て
「
Ｘ
は
Ｙ
」

と
い
う
形
を
と
っ
た
と
き
、「
は
」
は
Ｘ
と
Ｙ
の
結
合
の
成
立

を
分
説
的
に
承
認
す
る
。
Ｘ
は
格
成
分
で
あ
っ
て
も
修
飾
成
分

で
あ
っ
て
も
接
続
成
分
で
あ
っ
て
も
、
連
用
的
な
成
分
で
あ
れ

ば
な
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
で
も

な
い
場
合
さ
え
あ
り
う
る
。
要
は
、
Ｘ
と
Ｙ
と
が
つ
な
が
っ
て

ひ
と
つ
の
文
的
事
態
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
ん
ら
か

に
保
証
さ
れ
る
場
合
は
、「
Ｘ
と
Ｙ
」
と
い
う
文
（
あ
る
い
は
句
）

が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、（
第
１
種
）
係
助
詞
と
は
そ
う
い

う
も
の
で
あ
る
。（
35
頁
）

　

13　
「
は
」
の
前
項
・
後
項
の
結
び
付
き
が
意
味
的
補
助
に
よ
り
伝

達
情
報
と
し
て
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
「
は
」
構
文
が
成

立
す
る
。
半
藤
英
明
（
二
〇
〇
三
）・
第
一
部
第
三
章
。

　

14　

森
田
は
、
基
本
的
に
名
詞
（
お
よ
び
名
詞
句
）
を
想
定
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

15　
「
恐
ら
く
」（
陳
述
副
詞
。
渡
辺
実
で
は
「
誘
導
副
詞
」）
は
「
恐

ら
く
は
感
じ
る
」
の
よ
う
に
「
は
」
を
下
接
す
る
が
、
こ
の
「
は
」

は
強
調
の
も
の
で
あ
り
、「
恐
ら
く
は
」
が
判
断
文
の
中
心
的
要

素
で
あ
る
と
は
見
な
い
。

　

16　

筆
者
の
立
場
は
、
係
助
詞
「
も
」「
こ
そ
」
や
転
位
陰
題
文
を

作
る
「
が
」、「
っ
て
」
な
ど
、「
は
」
以
外
の
題
目
を
容
認
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
は
」
に
よ
る
題
目
と
の

用
法
上
、
ま
た
構
文
上
の
違
い
を
考
慮
し
、
一
括
し
て
「
題
目
類
」

と
す
る
。
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